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１．日本側の研究実施体制 
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２．日本側研究チームの実施概要 

 

本研究は，加工が比較的難しいマグネシウム合金管を対象に引張変形と局所的な加熱を与

えることで金型や工具を使うことなく縮管するレーザダイレス引抜きの結晶組織や表面性

状等のミクロ的な性質から熱と変形のマクロ的な挙動の両方を考慮したマルチスケールモ

デルを開発するものである．日本側がレーザダイレス引抜きの実験，ポーランド側がマルチ

スケールモデルの開発，チェコ側が組織観察や表面粗さなどのミクロ的な材料評価を担当し

ている． 

今年度，日本側は，高精度な引抜き速度と温度制御を実現するレーザダイレス引抜き装置

の開発を行った．開発した装置の主な仕様としてはレーザ出力 120W，引抜き速度 0.5μ
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m/min～2000mm/min，目標加熱温度が±10℃である．今後，開発した装置の評価試験を

行い，その後，実際に難加工性マグネシウム合金のレーザダイレス引抜き実験を行うことで，

ポーランド側にマルチスケールモデルによって得られたシミュレーションと比較する実験

データを提供しモデルの妥当性を検証しながら，チェコ側に引抜き後の試験片を提供しミク

ロ的な材料の評価を行う． 


